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測りしれない仏教文化が秘められているのであって、 インドの各地に散在
する重要な仏教遺瞳の中には、やはりその場へじかにのぞんで、自らの肌
で感じとらなくては判らない仏教鑑蹟特有の雰囲気が漂っている。
荒廃した遺跡の中から、或いは崩れか
けた一塔・窟院の中からも、古代王朝の
栄えた有様や、仏教の伝播した状態をた
どって行くことができる。
どの窟院にも共通していて面白いと思
ったのは、そこに彫り描かれた仏像を始
め、数多くの彫像は、ほとんどが裸形か
叉は極く薄い納衣をまとっているに過ぎ
ないことである。窟院の内部といえども
外笂の灼熱に比せば、はるかに凉しいか
もしれないが、それでも相当の暑さであ
り、衣類の必要はほとんど感じなかった
ためでもあろうが、衣・食・住の欲を最
少限にとどめ「少欲知足」の場として、
俗欲から離れ、この窟院に綴って、ひた
すら仏徒の修行がおこなわれ、次第に
Samghaの形が整い充実して行ったもの
と考えられる。
AjantaNo.26窟には、7メートルの
余になる「寝釈迦」 (NirvanaBudd=
ha)の彫像が注目される。当時の人々
にとって、やはり仏陀の入滅は、大きな
影響を与えたものと思える。特に大きな
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[AjantaNo.26窟の立像仏〕
これはNo.26窟の彫像である。
グプタ王朝の彫刻を代表する作
だともいわれている。左手に蓮
華の入った花瓶を持ち、蓮台の
上に立っている。 7世紀頃とい
われているが、宝冠以外には装
身具がほとんど見られず、初期
宝冠仏ではないかともいわれて
いる。
浬桑像として彫ったのは、Nirvanaの意義を強張するものであると同時に
仏陀そのものに対する信仰の度が、いかに大きいものであったかを物語っ
ているともいえよう。この点では、世界肢大の立像仏として知られている
Bamiyanの53メートルに及ぶ彫像(4～511t紀頃）の建立と、その意図に
は共通のものがあったのではないかと思える。しかし、Bamiyanの立像
仏は、惜しいことにlslam教徒の侵入にともない、顔面をはじめ各所に損
傷が加えられているため、この混桑像のような温和な顔立ちを拝するわけ
にはいかない。AjantaにしてもElloraでも、総体的に仏像は、表情が穏
かで、壁画の人物もみな相似していて、あまり個性美は感じられないが、
柔和であり、姿態の自由さが画面をもり上げていて見ごたえがある。
こうしたインドの仏教における文化遺産に接したとき、 インドに発生し
た仏教が、釈尊の滅後、 どのようにインド人によって信仰され、嘘喪の過
程を経て来たかが窺れるのであって、今後の学術調礎研究が、更に強まっ
ていくことを望むものである。
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